
（３） 資源生物科学研究所の一般公開、公開講座、資源生物科学シンポジウムについて 
   
   地域貢献の一環として、資源生物科学研究所では、今年度も以下に示す幾つかの行

事を実施する。 
 

１）研究所の一般公開を 5 月 13 日(土)（ 10 時―15 時）に行う。(別紙パンフレット

参照) 
 

   オオムギ畑、図書館、屋上緑化などの見学、実験デモンストレーションとバイオ実

験体験、顕微鏡の観察、研究紹介のパネル展示と説明。カブトムシの幼虫、オオムギ

の穂、ヒマワリの種、野草のしおり、花の絵はがき、紫米などのプレゼント。 
   一般市民、大学生、高校生、小中学生、幼児までの幅広い市民の参加を歓迎する。 

 
２）研究所公開講座｢自然の中の植物（２）｣が 5 月 27 日(土)と 6 月 3 日（土）（13 時 

30 分―16 時 40 分）に行う。受講料は 2000 円(学生無料)である。(別紙 募集要項

参照) 
 
 4 人の講師による講義が行われる。一般市民、学生（高校生、大学生）の参加を歓迎

する。 
 
３）資源生物科学シンポジウム｢温暖化と屋上･建物緑化:その現状と展望｣を 12 月 2 日

(土)に、研究所前の倉敷芸文館アイシアターで行う。 
  
資源生物科学研究所では、研究所創立 90 周年事業の一環として、2005 年度から屋

上緑化プロジェクトを実施している。今年度も昨年に引き続き研究プロジェクトを進

めると共に、12 月に建物緑化に関連する環境問題、バイオ技術も含めたシンポジウム

を企画している。研究者は勿論、地方公共団体、関連企業、一般市民などの多数の方々

の参加を願っている。シンポジウムの詳細な内容については、後ほど HP その他でお

知らせする。 
 
４）なお、現在、研究所圃場において、倉敷市内の保育園児、幼稚園児によるレンゲ

摘みが行われている。 
 






